
【  第 １ ８ 回  日 本 精 神 保 健 社 会 学 会  学 術 大 会 ・ 総 会  】  

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時  2012 年10 月 20 日（土）10：00～16：30 （9：30 受付開始） 

場  所  東京医科歯科大学湯島キャンパス  
１号館西 ７階 第３講義室（東京都文京区湯島 1-5-45） 

 

 

 

参加費  一 般  4,000 円 

会 員  3,000 円 

学生※  2,000 円 
※学生の方は受付で学生証の提示をお願いします。 

（懇親会参加費  4,000 円） 
 

お問合せ・申込み 

日本精神保健社会学会 事務局  

TEL：03(3986)3220  FAX：03(3986)3240 

【E-mail】 info@jamhs.org 

〒171-0021 東京都豊島区西池袋 2-39-8-３Ｆ TMA 内 

【HP】 http://www.jamhs.org/  

● 会場案内図 ○  

・ JR 中央・総武線「御茶ノ水駅」 
・ 東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水駅」 
・ 東京メトロ 千代田線「新御茶ノ水駅」 

…いずれの駅からも、徒歩３～５分程 

      シンポジウム 「自己肯定を支える社会」 

【ファシリテーター】 畠中宗一 氏（大阪市立大学教授） 

【シンポジスト】 

池内玲子 氏（NPO 法人東京メンタルヘルス・スクエア認定カウンセラー） 

 「知的障害児、発達障害児から学ぶ、自己肯定できる社会」 
自身が知的障害児を療育する中で、悩み、学び、気づき、やがてカウンセラー
としての活動を始めた。「まあいいか」と赦せる時、「ちょっと待ってあげよう」と
気遣える時、人は相手を尊重すると同時に、自己を肯定しているのだと思う。 

熟田桐子 氏（TMA 認定カウンセラー、NNR 認定結婚カウンセラー） 

「トランスジェンダーを生きて…性同一性障害の当事者から 
見た社会の生き辛さ～恋愛、仕事、家族、夢」 
幼少期より自分の性に違和感を覚え、ホルモン投与からＳＲＳ(性別適合手術)
を受けました。特例法により戸籍の性別変更の手続きを行っています。当事者
からみた社会や恋愛や仕事や夢について語りたいと思います。 

宗像恒次 氏（筑波大学名誉教授） 

 「自己肯定感をつくりだす社会とは」 
国際比較調査で青少年の自己肯定感の高い国々は、他者の主張を否定しな
いできく文化をもつ社会であり、他者の意見を確認したうえで自分の意見も主
張する社会である。 

【ディスカッサント】 武藤清栄 氏（東京メンタルヘルス所長） 

 
※ 17：30 より懇親会

を予定しています。 

10：00～12:00 

一般演題発表 
 

12：00～ 

昼食・休憩 
 

13：00～13:30 

学会総会 

 

シンポジウムのみ参加 
一律 2,000 円 

主催 日本精神保健社会学会 ＜日本学術会議学術研究団体 No.1001＞ 

１号館西７階 
第３講義室 

大会実行委員長 香川幸次郎（岡山県立大学教授） 

mailto:info@jamhs.org
http://www.jamhs.org/


おお申申込込みみ・・おお問問合合せせ  
 

参加希望の方は、下記の「お申込書」を事務局まで FAX でお送りください。 

         また、学会入会、資格研修、学術大会についてもお気軽にお問い合わせください。 

日本精神保健社会学会 事務局  

TEL：03(3986)3220  FAX：03(3986)3240  

〒171-0021  東京都豊島区西池袋 2-39-8 ローズベイ池袋ビル 3F TMA 内 

【HP】 http://www.jamhs.org/    【E-mail】 info@jamhs.org 
  

一一 般般 演演 題題   発発 表表 者者 募募 集集 中中 ！！ ！！   

発表希望者は、演題名を 8 月 31 日（金）までに事務局（上記）へお申込みください。 

抄録については、9 月 10 日（月）までに事務局まで提出してください。（抄録枚数：A4 用紙 1 枚程

度 書式：タイトルは中央揃え、氏名（所属）は右寄せ本文の構成については特に指定はありません）   
学学会会のの活活動動目目的的  

 

◆ メンタルヘルスの背景となる社会・文化的構造と変動を、社会学的な視点から研究をすすめて、

世論の形成に寄与し、社会的貢献を果たします。 

◆ 大会やイベントにワークショップ形式を導入し、学会の運営に会員が積極的に参加します。 

◆ 国際的にも仲間作りをすすめていきます。 

建前を排し、本音で語り合える仲間や研究グループを形成します。 

◆ 社会学を専攻する学生達に、夢を与えるような仕事をします。 

◆ 大会やイベントごとに論文や本などをまとめて出版し、成果を社会に還元していきます。 

 

   切 ら ず に こ の ま ま お 送 り く だ さ い 。  

    【 F AX 送 信 先 ： 03 ( 3 98 6) 3 2 40 】 

※ お 申 込 さ れ る と こ ろ に チ ェ ッ ク を 入 れ て く だ さ い  

お申込書 

 
□ 第 18 回 学術大会   □ 懇 親 会 
□ シンポジウムのみ参加 

ご記入日 

 2012 年    月    日 

（             ） 
（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

お名前  
男 ・ 女 

会員／一般／学生 □ 会 員   □ 一 般   □ 学 生 (学生証のコピーを添付してください) 

ご所属 
 

ご 住 所 

〒   － 

 

 

電話番号・FAX TEL．                   FAX． 

メールアドレス  

専 門 分 野 
1.社会学系 2.心理学系 3.医学系 4.教育学系     5.看護学系 

6.保健学系 7.その他（     ） 

 

http://www.jamhs.org/
mailto:info@jamhs.org

